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※所定の方法にて、行事名、氏名、年齢、住所、電話番号を、博物館までご連絡ください。開催日の一ヶ
月前から受付を開始し、定員に達し次第締め切らせていただきます。ただし、申し込み多数の時は
抽選となる場合があります。

※当館Webサイトの行事案内ページ（http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/event/）もご覧ください。
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健康長寿の福井

福井県立恐竜博物館展示解説書福井県立恐竜博物館展示解説書
　福井県立恐竜博物館の展示解説書は、「恐竜の世界」「地球の科学」「生命の歴史」の
三部構成で、それぞれ展示と対応した詳しい解説がなされております。子どもから大
人まで楽しめ、かつ研究者にも適した、まさに恐竜博物館の魅力をあますところなく
凝縮した一冊といえます。
　10周年の展示リニューアルに対応した新版です。ぜひお買い求め下さい。

お求めの冊数、送付先住所を明記の上、代金
と送料とを現金書留にて当館までご送付下さ
い。送料は1冊の場合460円です。
お申し込み、お問い合わせは恐竜博物館まで

■A4　214ページ　オールカラー

　　　　　　　　1,600円
注文方法

販売中
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パ ブリックコース

博物館セミナー
地球と生命の物語

場所／研修室
申込／電話、FAX、E-mailにて

■⑩ タイでの発掘調査
日時／1月17日(日) 13:00～14:30
内容／恐竜博物館は、2007年からタイで共

同発掘調査を行っています。発掘の様
子、成果などを紹介します。

講師／野田 芳和

■⑪ 福井のイグアノドン類たち
日時／2月14日(日) 13:00～14:30
内容／イグアノドン類とはどのような恐竜で

あったのでしょうか？福井の2種類の
恐竜を中心として、最新の情報を紹介
します。

講師／柴田 正輝

■⑫ 卵のカラから学ぶ、恐竜から鳥への進化
日時／3月6日(日) 13:00～14:30
内容／卵のカラの化石は、日本を含む世界各

地で見つかっています。鳥を含む恐竜
やワニ、カメ、ヤモリは、それぞれ特
徴的な卵のカラを持っており、それら
の動物の進化を反映していると考えら
れています。今回は、卵のカラの詳し
い構造やその違いを、恐竜から鳥への
進化という観点からお話しします。

講師／今井 拓哉

ギャラリートーク開催
当館研究スタッフが、展示標本を前に30
分程度のお話をします。開催日時、集合場
所等、当館ホームページのイベント案内を
チェックして下さい。

ジ ュニアコース

博物館自然教室
場所／実習室
対象／小学生以上（小学生は保護者も参加）

20名
申込／往復ハガキ、E-mailにて

■恐竜の骨を観察しよう
日時／1月10日(日) 13:00～15:00
内容／恐竜の骨は種類によりいろいろな形を

しています。形の違いを学習し、骨の
内部の構造を観察します。

担当／柴田 正輝

■恐竜の卵の色って？
日時／1月31日(日) 13:00～15:00
内容／化石になってしまった恐竜の卵が、ど

んな色をしていたかはわかっていませ
ん。この教室では、まずいろいろな鳥
の卵を観察してもらい、なぜ鳥の卵が
違った色を持っているのかを皆さんと
考えてみます。そして、鳥の卵から学
んだことをもとに、恐竜の卵の色がど
のようなものだったかを推理してもら
います。

担当／今井 拓哉

■くびの骨をしらべよう
日時／2月7日(日) 13:00～15:00
内容／頭を自由に動かすために欠かせないの

が首の骨です。現生のカメの骨格を参
考にしながら、頭を甲羅にひっこめる
ための首の動きと骨の形について調べ
ます。そこから、竜脚類や首長竜など
首の長い絶滅動物の首の動きについて
も一緒に考えてみましょう。

担当／薗田 哲平

■恐竜時代から生きていた植物を使って遊んで
みよう
日時／3月13日(日) 13:00～15:00
内容／恐竜が生きていた時代から今まで生き

延びている、トクサやイチョウの葉な
どを使って色々遊び道具を作ってみま
しょう。簡単なヤスリやシャボン液な
どを作ります。

　担当／湯川 弘一

キ ッズコース

恐竜ふれあい教室
対象／4歳～小3の親子　15組
場所／実習室
申込／往復ハガキ、E-mailにて

■親子で恐竜パズルをつくろう！
日時／1月24日(日) 13:00～15:00
内容／恐竜のぬり絵がパズルになります。親

子でつくって楽しみましょう。
担当／島田 妙子

■親子で化石のレプリカをつくろう！
日時／2月21日(日) 13:00～14:30
内容／石こうを使って、アンモナイトなどの

化石の複製をつくります。
担当／千秋 利弘

■親子で恐竜キーホルダーをつくろう！
日時／3月20日(日) 13:00～15:00
内容／プラバン（プラスチック板）に恐竜の

絵をかいてキーホルダーをつくります。
担当／島田 妙子
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館長
竹内　利寿

来館者が展示を通して生命の進化の
歴史に触れ、新たな視点を発見する良
い機会を得ていることからも、来館者
の増加は有難いことと思います。これ
も皆さまの口伝等のお陰さまと感謝し
ています。しかし、年末年始の神社参
拝のような繁忙期の観覧状況は、少し
でも解消したいものです。皆さまが展
示から受けた最初の衝撃を保ち続け、
何度も来たくなるような博物館にする
ために、展示物を陳列物にすることな
く、皆さまの視点に立って、研究の深
い領域までお伝えできるよう努力
と精進を今後とも重ねていき
たいと思います。

恐竜博物館には、開館以来、毎年多
くの皆さまにご来館いただいていま
す。楽しいだけではなく、調査研究に
重きを置き、発掘を続けていることも
魅力になっているからだと思います。
私をはじめ、多くが老兵になっていく
なか、若い力も増えてきており、これ
からの博物館も愉しみです。

開館15周年と言う節目の年に、大
変多くのお客様にお越しいただいてお
り、喜ばしい限りです。お越しいただ
いたお客様によりご満足いただけるよ
う、20周年に向けてさらなるサービ
スの向上に努めます。

恐竜博物館に赴任して1年半が経過
しました。率直な所感として、博物館
という施設で、これだけ多くのお客様
を受け入れている施設というのは、な
かなかないだろうと思っております。
昨年度は70万人を突破し、今年は80
万人に届くかという勢いで、福井県の
総人口を上回る可能性もあります。地
方の博物館としては驚異的な数字だと
思いますが、それだけ多くのお客様に、
「来たい」、「来よう」と思っていただ
ける施設ということだと思います。た
だ一方で、たくさんのお客様に来てい
ただくことで、交通渋滞や入館待ちな
ど、マイナスな部分の問題が生じてい
るのも事実としてあります。今年は開
館時間の延長などの対策もはじめまし
たが、完全に御不満を解消することは
なかなか難しいと思うところです。そ
ういった問題についても少しでも解消
し、多くのお客様に「来てよかった」
と思っていただけるよう、今後も微力
を尽くしていきたいと思います。これ
からもよろしくお願いいたします。

私は当館に配属されて2年目になり
ますが、開館当時訪れた時の驚きと高
揚感を思い出すと、15周年という節
目にこの仕事に従事できることを本当
に光栄に思います。当館には幅広い年
齢層のお客様がおみえになりますが、
特にお子さまは実物大の迫力ある展示
に驚かれるのではないでしょうか。子
どもの頃に見て感じたことは大人に
なっても忘れないものです。知的好奇
心を刺激するとともに、古代に思いを
馳せてゆったりした時間を過ごし
ていただけるよう、皆様のお
手伝いができれば幸いです。

15周年の今年9月に総来館者数が
700万人を超え、たくさんの方にご来
館していただいております。今後も、
より多くお客様がご来館されるこ と
が予想されることから、これまで以上
に、お客様からの声を取り入れ、お客
様にとって、よりよい博物館を目指し
ていきたいと思います。また、 2度、
3度と何回でもまた行ってみたいと思
われる博物館として、来館者の方に喜
んでいただきたいです。

福井県立恐竜博物館は、ワクワク、
ドキドキ…楽しみながらの知的な探
究、心に残る体験といったことをすべ
て満足させることができる稀有な施設
だと思います。館長の「超」強力なリー
ダーシップのもと、職員が一丸となっ
て、いかにしてお客様に楽しんでいた
だくか？を考えている毎日です。この
秋、新しい骨格も仲間入りいたしまし
たので、ますますパワーアップして、
これからも皆様のお越しをお待ちして
おります。めざせ、入館者100万人！

開館15周年を迎えて、本年度は来
館者数が80万人を超える勢いです。
自然史系博物館として来館者数が右肩
上りとなっているのは、当館だけでは
ないでしょうか。（今号が発行した日
には）新たに入手した恐竜化石などを
一部ではありますが、3階特別展示室
で公開しています。当館に新たな魅力
が加わり、標本の充実度がさらに高
まっています。リピーターの方にも、
初来館者の方にも十分お楽しみいただ
けるものばかりですので、どうぞ何度
でもお越しください。

福井県立恐竜博物館は地球科学、と
くに古生物学に特化した博物館です。
ある意味かなり狭いテーマを扱ってい
るにもかかわらず、入館者数は増加の
一途をたどっています。狭いテーマと
いう一見弱点になりそうなことが、逆
に「ほかのどこにもない博物館」の立
場を明確にし、それがかえって支持さ
れているのかもしれません。初期投資
を惜しまなかったことで、大規模な展
示を実現できたことも大きな誘因で
しょう。こんな山奥にこんな施設がと
驚かれることがしばしばです。そんな
「ここにしかない」がいっぱい詰まっ
た博物館に是非お越し下さい。

恐竜博物館は「恐竜がすごい」とし
ばしば言っていただけますが、2階の
「生命の歴史」ゾーンはご覧になられ
ましたか。多数の化石標本や復元模型、
ジオラマなどを使って、生命の誕生か
ら人類の進化までをたどる、日本でこ
こだけしかない、充実した展示となっ
ています。理科の「進化」の授業に使
われることもあるほどです。たくさん
の恐竜全身骨格を、横から、上から眺
めながら上る、スロープの出口から見
始めるのがお勧めです。恐竜博物館は、
恐竜だけではない、来れば来るほど
「味」が出る博物館です。
皆様の御来館をお待ちしてお
ります。

私は恐竜博物館の建設準備から携わ
り、福井県に来て18年が過ぎました。
開館準備中は「子どもたちに夢を与え
られる愛のある博物館」を作りたいと
願っていました。それから15年、果
たしてそのような博物館になっている
か、自問します。“夢を与える”には、
我々が“夢を持たなければならない”。
さらに、博物館を支え応援している
方々のおかげで今日の博物館があるこ
とを心に留め、夢と愛のある博物館を
目指したいと思います。

恐竜博物館は開館してまだ15年 し
かたっていません。国内外の研究や調
査はまだまだこれからで、さらに展示
も魅力あるように更新してゆく必要が
あります。恐竜の魅力と同じ様に、博
物館のさらなる「進化」を皆様に披露
できるよう努力してまいります。

恐竜博物館がよく知られるように
なって、本当にうれしく思っています。
来館のチャンスがありましたら、ぜひ
お越しいただいて、展示室の壮観な眺
めをご覧ください。また野外恐竜博物
館で実際の恐竜発掘現場を見てくださ
い。実際の標本をつぶさに見て、現場
の空気を味わえば、恐竜時代の息吹を
感じられるはずです。恐竜博物館とい
う「非日常空間」を体験してみません
か？

博物館は15歳を迎え、これからヒ
トでいう「成人」へ向けて、博物館の『人
格』を形成する重要な時期へとさしか
かります。世界に誇れる、来館者の方々
を魅了する博物館であるために、恐竜
博物館の“芯”となるもの、それは調
査研究です。恐竜博物館のオリジナリ
ティーを高めている発掘調査を通じ、
来館者の皆様に『本物』を感じていた
だける場所を提供していきたいと思い
ます。

働き始めて3年が経とうとしていま
すが、まだ担当したことがない業務が
いろいろあるので、今後は自分ができ
る仕事をひとつひとつ増やしていきた
いと思います。また、現状では、もう
少し気を遣えば防げたと思われるミス
がいくつもあるので、これらを無くし
て、スムーズに仕事が進められるよう
心がけます。博物館の今後は「福井だ
からこそできる事、福井にしかない物」
といった強みを活かし、攻め続け
る博物館の一員でありたいと
思います。

開館当時はまだ高校生でしたが、こ
うして15周年の節目に立ち会えたこ
とを嬉しく思います。現在に至るまで
の先輩諸氏の努力や来館者の期待を裏
切らぬよう研究職員として精進してい
きたいと思います。研究面では勝山市
北谷町の発掘調査に軸足を据え、その
成果を世界へ発信していくとともに、
展示やセミナー等に還元して、初来館
でもリピーターでも楽しんで学習でき
る工夫をできればと考えています。

お客様にとって、恐竜博物館に来る
たびに新たな発見が得られるような場
所であってほしいと思います。そのた
めにも、恐竜発掘をすることで得られ
た研究成果を常に発信し続けることが
大事だと考えています。自身もより多
くの情報を提供できるよう努力してい
きます。

30年近くにわたる調査の結果、白
亜紀前期の福井県勝山市北谷の環境
や、恐竜を含む生き物たちについて詳
しくわかってきました。20周年に向
けて、福井県の恐竜とそれを取り巻い
ていた環境や生き物の再現を通し、よ
り臨場感のある展示を目指したいと思
います。また、中国やタイをはじめ、
国内外の研究機関と連携した積極的な
恐竜研究をこれまで以上に推進し、そ
の成果を常に展示に反映させること
で、最先端の研究成果を来館した皆様
にご覧いただけるように努力します。

15年間の沢山の出会いの中で、子
供達の夢の大きさに驚きキラキラした
目の輝きに感動してきました。恐竜が
大好きな未来の恐竜博士のサポーター
役として、もっと恐竜が好きになって
もらえるようにいろいろな楽しい教室
を考えて行きたいと思います。銀色の
卵に太古の夢がいっぱいつまっていま
す。恐竜に会いに来てください。

県外でPR活動をしていても「一度
行ってみたいと思っていた」という声
の他に、「行ったことあるよ」と声を
かけていただく事がとても多くなった
と感じています。まだ博物館に来られ
た事のない方はもちろんですが、何度
でも行きたくなるような魅力ある博物
館にしていきたいです。

恐竜博物館は、ご来館いただくみな
さまのおかげで、今年15周年を迎え
ることができました。誠にありがとう
ございます。これからも、ご来館いた
だく多くのみなさまに、「来てよかっ
た」「面白かった」「新しい発見があっ
た」「また来たい」と満足していただ
けるような博物館を目指していきま
す。また、野外恐竜博物館のバスツアー
に参加していただき、実際の発掘現場
を見て、福井県の恐竜化石発掘調査が
どのような場所でどのように行われる
かをぜひ実感していただきたいです。
みなさまのご来館を心よりお待ちいた
しております。

来館者の皆様や、博物館にかかわっ
てくださる皆様のおかげで15周年を
むかえることができました。何度来館
しても新しい発見や楽しみがある博物
館になるよう、今後ともさらに精進し
ていきたいと思います。当博物館が、
恐竜や生命の歴史、地球に興味を
持つ切欠のひとつになれれば
うれしいです。

　恐竜博物館は、多くのお客様や関係者の皆様のおかげで、開館15周年を迎えることができまし
た。年間の入館者数は、開館後数年間は25万人から30万人程度で推移していましたが、今では70
万人を超え、本年度は80万人を超える勢いです。
　ここまで育てていただきましたことに対して、改めまして心からお礼申し上げる次第です。
　恐竜博物館のこれまでの、そしてこれからの成長の過程を、3段階に例えるなら、開館からこれ
までは「黎明期」、これから始まる「成長期・発展期」、そしてその先の「成熟期」に分けることが
できると思います。恐竜の進化に例えるなら、これまでの「黎明期」は恐竜が出現した「三畳紀」、
これから始まる「成長期・発展期」は恐竜が一気に進化した「ジュラ紀」、そしてその先の「成熟期」
は恐竜の全盛期「白亜紀」に該当すると思います。

私たちは、いよいよ恐竜たちとともに「ジュラ紀」に突入し、
多様性を秘めた進化を続けるべく、お客様の満足度と博物館の
魅力度の向上に、全力を挙げてまいりたいと考えております。
そうした取組の中におきましても、恐竜を一つのきっかけに
して、「地球」や「環境」、「生命」の大切さ、尊さについて考え
ていただき、子どもたちには自然科学全般に関心を持ってもら
いたいという、博物館本来の使命を全うしていきたいと思って
います。
これからも、皆様とともに歩み、成長・発展していきたいと
考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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来館者が展示を通して生命の進化の
歴史に触れ、新たな視点を発見する良
い機会を得ていることからも、来館者
の増加は有難いことと思います。これ
も皆さまの口伝等のお陰さまと感謝し
ています。しかし、年末年始の神社参
拝のような繁忙期の観覧状況は、少し
でも解消したいものです。皆さまが展
示から受けた最初の衝撃を保ち続け、
何度も来たくなるような博物館にする
ために、展示物を陳列物にすることな
く、皆さまの視点に立って、研究の深
い領域までお伝えできるよう努力
と精進を今後とも重ねていき
たいと思います。

恐竜博物館には、開館以来、毎年多
くの皆さまにご来館いただいていま
す。楽しいだけではなく、調査研究に
重きを置き、発掘を続けていることも
魅力になっているからだと思います。
私をはじめ、多くが老兵になっていく
なか、若い力も増えてきており、これ
からの博物館も愉しみです。

開館15周年と言う節目の年に、大
変多くのお客様にお越しいただいてお
り、喜ばしい限りです。お越しいただ
いたお客様によりご満足いただけるよ
う、20周年に向けてさらなるサービ
スの向上に努めます。

恐竜博物館に赴任して1年半が経過
しました。率直な所感として、博物館
という施設で、これだけ多くのお客様
を受け入れている施設というのは、な
かなかないだろうと思っております。
昨年度は70万人を突破し、今年は80
万人に届くかという勢いで、福井県の
総人口を上回る可能性もあります。地
方の博物館としては驚異的な数字だと
思いますが、それだけ多くのお客様に、
「来たい」、「来よう」と思っていただ
ける施設ということだと思います。た
だ一方で、たくさんのお客様に来てい
ただくことで、交通渋滞や入館待ちな
ど、マイナスな部分の問題が生じてい
るのも事実としてあります。今年は開
館時間の延長などの対策もはじめまし
たが、完全に御不満を解消することは
なかなか難しいと思うところです。そ
ういった問題についても少しでも解消
し、多くのお客様に「来てよかった」
と思っていただけるよう、今後も微力
を尽くしていきたいと思います。これ
からもよろしくお願いいたします。

私は当館に配属されて2年目になり
ますが、開館当時訪れた時の驚きと高
揚感を思い出すと、15周年という節
目にこの仕事に従事できることを本当
に光栄に思います。当館には幅広い年
齢層のお客様がおみえになりますが、
特にお子さまは実物大の迫力ある展示
に驚かれるのではないでしょうか。子
どもの頃に見て感じたことは大人に
なっても忘れないものです。知的好奇
心を刺激するとともに、古代に思いを
馳せてゆったりした時間を過ごし
ていただけるよう、皆様のお
手伝いができれば幸いです。

15周年の今年9月に総来館者数が
700万人を超え、たくさんの方にご来
館していただいております。今後も、
より多くお客様がご来館されるこ と
が予想されることから、これまで以上
に、お客様からの声を取り入れ、お客
様にとって、よりよい博物館を目指し
ていきたいと思います。また、 2度、
3度と何回でもまた行ってみたいと思
われる博物館として、来館者の方に喜
んでいただきたいです。

福井県立恐竜博物館は、ワクワク、
ドキドキ…楽しみながらの知的な探
究、心に残る体験といったことをすべ
て満足させることができる稀有な施設
だと思います。館長の「超」強力なリー
ダーシップのもと、職員が一丸となっ
て、いかにしてお客様に楽しんでいた
だくか？を考えている毎日です。この
秋、新しい骨格も仲間入りいたしまし
たので、ますますパワーアップして、
これからも皆様のお越しをお待ちして
おります。めざせ、入館者100万人！

開館15周年を迎えて、本年度は来
館者数が80万人を超える勢いです。
自然史系博物館として来館者数が右肩
上りとなっているのは、当館だけでは
ないでしょうか。（今号が発行した日
には）新たに入手した恐竜化石などを
一部ではありますが、3階特別展示室
で公開しています。当館に新たな魅力
が加わり、標本の充実度がさらに高
まっています。リピーターの方にも、
初来館者の方にも十分お楽しみいただ
けるものばかりですので、どうぞ何度
でもお越しください。

福井県立恐竜博物館は地球科学、と
くに古生物学に特化した博物館です。
ある意味かなり狭いテーマを扱ってい
るにもかかわらず、入館者数は増加の
一途をたどっています。狭いテーマと
いう一見弱点になりそうなことが、逆
に「ほかのどこにもない博物館」の立
場を明確にし、それがかえって支持さ
れているのかもしれません。初期投資
を惜しまなかったことで、大規模な展
示を実現できたことも大きな誘因で
しょう。こんな山奥にこんな施設がと
驚かれることがしばしばです。そんな
「ここにしかない」がいっぱい詰まっ
た博物館に是非お越し下さい。

恐竜博物館は「恐竜がすごい」とし
ばしば言っていただけますが、2階の
「生命の歴史」ゾーンはご覧になられ
ましたか。多数の化石標本や復元模型、
ジオラマなどを使って、生命の誕生か
ら人類の進化までをたどる、日本でこ
こだけしかない、充実した展示となっ
ています。理科の「進化」の授業に使
われることもあるほどです。たくさん
の恐竜全身骨格を、横から、上から眺
めながら上る、スロープの出口から見
始めるのがお勧めです。恐竜博物館は、
恐竜だけではない、来れば来るほど
「味」が出る博物館です。
皆様の御来館をお待ちしてお
ります。

私は恐竜博物館の建設準備から携わ
り、福井県に来て18年が過ぎました。
開館準備中は「子どもたちに夢を与え
られる愛のある博物館」を作りたいと
願っていました。それから15年、果
たしてそのような博物館になっている
か、自問します。“夢を与える”には、
我々が“夢を持たなければならない”。
さらに、博物館を支え応援している
方々のおかげで今日の博物館があるこ
とを心に留め、夢と愛のある博物館を
目指したいと思います。

恐竜博物館は開館してまだ15年 し
かたっていません。国内外の研究や調
査はまだまだこれからで、さらに展示
も魅力あるように更新してゆく必要が
あります。恐竜の魅力と同じ様に、博
物館のさらなる「進化」を皆様に披露
できるよう努力してまいります。

恐竜博物館がよく知られるように
なって、本当にうれしく思っています。
来館のチャンスがありましたら、ぜひ
お越しいただいて、展示室の壮観な眺
めをご覧ください。また野外恐竜博物
館で実際の恐竜発掘現場を見てくださ
い。実際の標本をつぶさに見て、現場
の空気を味わえば、恐竜時代の息吹を
感じられるはずです。恐竜博物館とい
う「非日常空間」を体験してみません
か？

博物館は15歳を迎え、これからヒ
トでいう「成人」へ向けて、博物館の『人
格』を形成する重要な時期へとさしか
かります。世界に誇れる、来館者の方々
を魅了する博物館であるために、恐竜
博物館の“芯”となるもの、それは調
査研究です。恐竜博物館のオリジナリ
ティーを高めている発掘調査を通じ、
来館者の皆様に『本物』を感じていた
だける場所を提供していきたいと思い
ます。

働き始めて3年が経とうとしていま
すが、まだ担当したことがない業務が
いろいろあるので、今後は自分ができ
る仕事をひとつひとつ増やしていきた
いと思います。また、現状では、もう
少し気を遣えば防げたと思われるミス
がいくつもあるので、これらを無くし
て、スムーズに仕事が進められるよう
心がけます。博物館の今後は「福井だ
からこそできる事、福井にしかない物」
といった強みを活かし、攻め続け
る博物館の一員でありたいと
思います。

開館当時はまだ高校生でしたが、こ
うして15周年の節目に立ち会えたこ
とを嬉しく思います。現在に至るまで
の先輩諸氏の努力や来館者の期待を裏
切らぬよう研究職員として精進してい
きたいと思います。研究面では勝山市
北谷町の発掘調査に軸足を据え、その
成果を世界へ発信していくとともに、
展示やセミナー等に還元して、初来館
でもリピーターでも楽しんで学習でき
る工夫をできればと考えています。

お客様にとって、恐竜博物館に来る
たびに新たな発見が得られるような場
所であってほしいと思います。そのた
めにも、恐竜発掘をすることで得られ
た研究成果を常に発信し続けることが
大事だと考えています。自身もより多
くの情報を提供できるよう努力してい
きます。

30年近くにわたる調査の結果、白
亜紀前期の福井県勝山市北谷の環境
や、恐竜を含む生き物たちについて詳
しくわかってきました。20周年に向
けて、福井県の恐竜とそれを取り巻い
ていた環境や生き物の再現を通し、よ
り臨場感のある展示を目指したいと思
います。また、中国やタイをはじめ、
国内外の研究機関と連携した積極的な
恐竜研究をこれまで以上に推進し、そ
の成果を常に展示に反映させること
で、最先端の研究成果を来館した皆様
にご覧いただけるように努力します。

15年間の沢山の出会いの中で、子
供達の夢の大きさに驚きキラキラした
目の輝きに感動してきました。恐竜が
大好きな未来の恐竜博士のサポーター
役として、もっと恐竜が好きになって
もらえるようにいろいろな楽しい教室
を考えて行きたいと思います。銀色の
卵に太古の夢がいっぱいつまっていま
す。恐竜に会いに来てください。

県外でPR活動をしていても「一度
行ってみたいと思っていた」という声
の他に、「行ったことあるよ」と声を
かけていただく事がとても多くなった
と感じています。まだ博物館に来られ
た事のない方はもちろんですが、何度
でも行きたくなるような魅力ある博物
館にしていきたいです。

恐竜博物館は、ご来館いただくみな
さまのおかげで、今年15周年を迎え
ることができました。誠にありがとう
ございます。これからも、ご来館いた
だく多くのみなさまに、「来てよかっ
た」「面白かった」「新しい発見があっ
た」「また来たい」と満足していただ
けるような博物館を目指していきま
す。また、野外恐竜博物館のバスツアー
に参加していただき、実際の発掘現場
を見て、福井県の恐竜化石発掘調査が
どのような場所でどのように行われる
かをぜひ実感していただきたいです。
みなさまのご来館を心よりお待ちいた
しております。

来館者の皆様や、博物館にかかわっ
てくださる皆様のおかげで15周年を
むかえることができました。何度来館
しても新しい発見や楽しみがある博物
館になるよう、今後ともさらに精進し
ていきたいと思います。当博物館が、
恐竜や生命の歴史、地球に興味を
持つ切欠のひとつになれれば
うれしいです。
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様にとって、よりよい博物館を目指し
ていきたいと思います。また、 2度、
3度と何回でもまた行ってみたいと思
われる博物館として、来館者の方に喜
んでいただきたいです。

福井県立恐竜博物館は、ワクワク、
ドキドキ…楽しみながらの知的な探
究、心に残る体験といったことをすべ
て満足させることができる稀有な施設
だと思います。館長の「超」強力なリー
ダーシップのもと、職員が一丸となっ
て、いかにしてお客様に楽しんでいた
だくか？を考えている毎日です。この
秋、新しい骨格も仲間入りいたしまし
たので、ますますパワーアップして、
これからも皆様のお越しをお待ちして
おります。めざせ、入館者100万人！

開館15周年を迎えて、本年度は来
館者数が80万人を超える勢いです。
自然史系博物館として来館者数が右肩
上りとなっているのは、当館だけでは
ないでしょうか。（今号が発行した日
には）新たに入手した恐竜化石などを
一部ではありますが、3階特別展示室
で公開しています。当館に新たな魅力
が加わり、標本の充実度がさらに高
まっています。リピーターの方にも、
初来館者の方にも十分お楽しみいただ
けるものばかりですので、どうぞ何度
でもお越しください。

福井県立恐竜博物館は地球科学、と
くに古生物学に特化した博物館です。
ある意味かなり狭いテーマを扱ってい
るにもかかわらず、入館者数は増加の
一途をたどっています。狭いテーマと
いう一見弱点になりそうなことが、逆
に「ほかのどこにもない博物館」の立
場を明確にし、それがかえって支持さ
れているのかもしれません。初期投資
を惜しまなかったことで、大規模な展
示を実現できたことも大きな誘因で
しょう。こんな山奥にこんな施設がと
驚かれることがしばしばです。そんな
「ここにしかない」がいっぱい詰まっ
た博物館に是非お越し下さい。

恐竜博物館は「恐竜がすごい」とし
ばしば言っていただけますが、2階の
「生命の歴史」ゾーンはご覧になられ
ましたか。多数の化石標本や復元模型、
ジオラマなどを使って、生命の誕生か
ら人類の進化までをたどる、日本でこ
こだけしかない、充実した展示となっ
ています。理科の「進化」の授業に使
われることもあるほどです。たくさん
の恐竜全身骨格を、横から、上から眺
めながら上る、スロープの出口から見
始めるのがお勧めです。恐竜博物館は、
恐竜だけではない、来れば来るほど
「味」が出る博物館です。
皆様の御来館をお待ちしてお
ります。

私は恐竜博物館の建設準備から携わ
り、福井県に来て18年が過ぎました。
開館準備中は「子どもたちに夢を与え
られる愛のある博物館」を作りたいと
願っていました。それから15年、果
たしてそのような博物館になっている
か、自問します。“夢を与える”には、
我々が“夢を持たなければならない”。
さらに、博物館を支え応援している
方々のおかげで今日の博物館があるこ
とを心に留め、夢と愛のある博物館を
目指したいと思います。

恐竜博物館は開館してまだ15年 し
かたっていません。国内外の研究や調
査はまだまだこれからで、さらに展示
も魅力あるように更新してゆく必要が
あります。恐竜の魅力と同じ様に、博
物館のさらなる「進化」を皆様に披露
できるよう努力してまいります。

恐竜博物館がよく知られるように
なって、本当にうれしく思っています。
来館のチャンスがありましたら、ぜひ
お越しいただいて、展示室の壮観な眺
めをご覧ください。また野外恐竜博物
館で実際の恐竜発掘現場を見てくださ
い。実際の標本をつぶさに見て、現場
の空気を味わえば、恐竜時代の息吹を
感じられるはずです。恐竜博物館とい
う「非日常空間」を体験してみません
か？

博物館は15歳を迎え、これからヒ
トでいう「成人」へ向けて、博物館の『人
格』を形成する重要な時期へとさしか
かります。世界に誇れる、来館者の方々
を魅了する博物館であるために、恐竜
博物館の“芯”となるもの、それは調
査研究です。恐竜博物館のオリジナリ
ティーを高めている発掘調査を通じ、
来館者の皆様に『本物』を感じていた
だける場所を提供していきたいと思い
ます。

働き始めて3年が経とうとしていま
すが、まだ担当したことがない業務が
いろいろあるので、今後は自分ができ
る仕事をひとつひとつ増やしていきた
いと思います。また、現状では、もう
少し気を遣えば防げたと思われるミス
がいくつもあるので、これらを無くし
て、スムーズに仕事が進められるよう
心がけます。博物館の今後は「福井だ
からこそできる事、福井にしかない物」
といった強みを活かし、攻め続け
る博物館の一員でありたいと
思います。

開館当時はまだ高校生でしたが、こ
うして15周年の節目に立ち会えたこ
とを嬉しく思います。現在に至るまで
の先輩諸氏の努力や来館者の期待を裏
切らぬよう研究職員として精進してい
きたいと思います。研究面では勝山市
北谷町の発掘調査に軸足を据え、その
成果を世界へ発信していくとともに、
展示やセミナー等に還元して、初来館
でもリピーターでも楽しんで学習でき
る工夫をできればと考えています。

お客様にとって、恐竜博物館に来る
たびに新たな発見が得られるような場
所であってほしいと思います。そのた
めにも、恐竜発掘をすることで得られ
た研究成果を常に発信し続けることが
大事だと考えています。自身もより多
くの情報を提供できるよう努力してい
きます。

30年近くにわたる調査の結果、白
亜紀前期の福井県勝山市北谷の環境
や、恐竜を含む生き物たちについて詳
しくわかってきました。20周年に向
けて、福井県の恐竜とそれを取り巻い
ていた環境や生き物の再現を通し、よ
り臨場感のある展示を目指したいと思
います。また、中国やタイをはじめ、
国内外の研究機関と連携した積極的な
恐竜研究をこれまで以上に推進し、そ
の成果を常に展示に反映させること
で、最先端の研究成果を来館した皆様
にご覧いただけるように努力します。

15年間の沢山の出会いの中で、子
供達の夢の大きさに驚きキラキラした
目の輝きに感動してきました。恐竜が
大好きな未来の恐竜博士のサポーター
役として、もっと恐竜が好きになって
もらえるようにいろいろな楽しい教室
を考えて行きたいと思います。銀色の
卵に太古の夢がいっぱいつまっていま
す。恐竜に会いに来てください。

県外でPR活動をしていても「一度
行ってみたいと思っていた」という声
の他に、「行ったことあるよ」と声を
かけていただく事がとても多くなった
と感じています。まだ博物館に来られ
た事のない方はもちろんですが、何度
でも行きたくなるような魅力ある博物
館にしていきたいです。

恐竜博物館は、ご来館いただくみな
さまのおかげで、今年15周年を迎え
ることができました。誠にありがとう
ございます。これからも、ご来館いた
だく多くのみなさまに、「来てよかっ
た」「面白かった」「新しい発見があっ
た」「また来たい」と満足していただ
けるような博物館を目指していきま
す。また、野外恐竜博物館のバスツアー
に参加していただき、実際の発掘現場
を見て、福井県の恐竜化石発掘調査が
どのような場所でどのように行われる
かをぜひ実感していただきたいです。
みなさまのご来館を心よりお待ちいた
しております。

来館者の皆様や、博物館にかかわっ
てくださる皆様のおかげで15周年を
むかえることができました。何度来館
しても新しい発見や楽しみがある博物
館になるよう、今後ともさらに精進し
ていきたいと思います。当博物館が、
恐竜や生命の歴史、地球に興味を
持つ切欠のひとつになれれば
うれしいです。
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ど、マイナスな部分の問題が生じてい
るのも事実としてあります。今年は開
館時間の延長などの対策もはじめまし
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大好きな未来の恐竜博士のサポーター
役として、もっと恐竜が好きになって
もらえるようにいろいろな楽しい教室
を考えて行きたいと思います。銀色の
卵に太古の夢がいっぱいつまっていま
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た」「また来たい」と満足していただ
けるような博物館を目指していきま
す。また、野外恐竜博物館のバスツアー
に参加していただき、実際の発掘現場
を見て、福井県の恐竜化石発掘調査が
どのような場所でどのように行われる
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しております。

来館者の皆様や、博物館にかかわっ
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恐竜や生命の歴史、地球に興味を
持つ切欠のひとつになれれば
うれしいです。
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恐竜卵化石の研究
～小さな殻からわかること～ 

研究職員 今 井 拓 哉

研究員
のペー

ジ

福井県勝山市北谷の恐竜発掘現場で
は、約1億2000万年前の地層である
北谷層から、恐竜やその他の動物の化
石が数多く見つかっています。その中
でも変わったものの一つが、恐竜の卵
の化石（卵殻化石）です。これまで北
谷恐竜発掘現場とその周辺では卵殻化
石が50点以上発見されており、どん
な恐竜がそれを産んだのかを探るの
が、私の研究テーマのひとつです。

恐竜の卵殻の発見の歴史は実は古
く、1859年には「大きな鳥の卵の
殻」とされる化石がフランスの博物学
者、ジョン・ジャック・プエシュ神父
によって報告されました。当時、「恐
竜」という言葉が出来てからまだ18
年しか経っておらず、この卵殻化石が
恐竜のものとわかるのはずっと後のこ
とです。1922年には、アメリカ自然
史博物館のロイ・チャップマン・アン
ドリュースが率いる探検隊が、モンゴ
ル・ゴビ砂漠で完全な恐竜の卵と巣を
発見しました。そしてこの発見によ
り、恐竜が卵を産んでいたという事実
は世界に広く知れ渡りました。

今ではオーストラリアと南極を除く
すべての大陸から恐竜の卵殻化石が見
つかっています。その種類も、ハドロ
サウルス類、竜脚形類、ティタノサウ
ルス形類、オヴィラプトロサウルス
類、トロオドン類、そしてテリジノサ
ウルス類のものと様々です（図1）。 

さて、卵殻化石が骨の化石と一緒に
発見されることは非常に稀で、ほとん
どの場合は卵殻化石だけがバラバラで
見つかります。では、どうやって私た
ち研究者は、卵殻化石とその産みの親
を結びつけるのでしょう。

それができるのは、恐竜の卵は形や
殻の構造が種類ごとに似ているからで
す。これにより、例えば世界のどこか
でハドロサウルスの卵殻化石が骨化石
と一緒に見つかれば、ほかの場所で見
つかった似たような卵殻化石も、ハド
ロサウルスかその仲間の恐竜のものだ
とわかります。

ところで、福井県勝山市からは、ど
のような恐竜の卵殻化石が見つかって
いるのでしょうか。残念ながら、中国
やモンゴル、アルゼンチンなどで数多
く見つかっている完全な形の卵とは違
い、北谷恐竜発掘現場では直径数cm
程度の断片的な卵殻化石しか見つかっ
ていません。しかし、そのような小さ
な殻でも、詳しく調べれば、どんな恐
竜の卵殻かがわかります。

近年の研究で、これまでに北谷で発
見された卵殻化石の一つが、ハドロサ
ウルス類のものである可能性が高いこ
とが判明しました（図2）。一方、北
谷の別の場所からは、ハドロサウルス
上科に属するコシサウルス・カツヤマ
が見つかっています。もちろんこの卵
殻がコシサウルスのものかはわかりま
せんが、コシサウルスかそれに近縁の
恐竜が白亜紀前期の北谷で巣作りをし
ていた証拠です。 

また、北谷からは、獣脚類の子孫で

ある鳥類の卵殻も見つかっています
（図3）。北谷層が堆積した約1億2000
万年前には、アジアに数多くの鳥類が
生息していたことがわかっています。
しかし、それまで鳥類の特徴を持った
卵の殻は白亜紀後期（約1億～6600
万年前）からしか見つかっていません
でした。北谷産の卵殻化石はこれまで
見つかった鳥類卵殻のうちで最古であ
り、当時の鳥類が現在の鳥類と同じよ
うな卵をすでに産んでいたことを示唆
する貴重な資料です。

約1億2000万年前の北谷は、少な
くとも鳥脚類と鳥類の繁殖場所でし
た。そして、その様な環境は、他の獣
脚類や竜脚類といった恐竜にとって
も、繁殖に適していたといえるでしょ
う。これら重要なことが、小さな卵殻
化石からでもわかるのです。

今後、完全な形の卵や巣が発見でき
れば、単に北谷で恐竜が繁殖していた
事実だけでなく、巣の大きさや一回の
産卵数といった、繁殖の様子もわかる
ようになるでしょう。このように、恐
竜の生態までを再現することができる
のが、卵殻化石研究の大きな魅力です。

 2015年に開館15周年を迎えた福井県立恐竜博物館では、20周年の新たなステージ
に向けて、博物館全体の魅力と来館者の満足度を向上させるために「FPDM Value Up 
Project」（バリューアップ プロジェクト）を始動します。株式会社林原より新たに購入し
た34点の実物を含む標本類を活用し、常設展示のさらなる充実を図ります。その第一歩
として、福井にやって来たばかりの新着標本の一部をここに公開展示する運びとなりまし
た。ぜひご覧ください。

時　間／午前9時から午後5時まで
　　　　（入館は午後4時30分まで）
観覧料／無　料
　　　　（ただし常設展観覧チケットが必要です。）

新 着 標 本 展

図１．福井県立恐竜博物館に展示されている、卵を
抱いた状態で化石になったオヴィラプトロサ
ウルス類。オヴィラプトロサウルス類は、細
長い卵を放射状に産むことがわかっています。 

図2．北谷から見つかった、ハドロサウルス類のも
のと考えられる卵殻化石の全体像（左）と断
面（右）。

図３．現生のシギダチョウ類の卵殻（左）と北谷産
鳥類卵殻化石（右）の断面。左図はGrellet-
Tinner and Dyke（2005）より引用。両方の
卵殻に、鳥類に特徴的な殻の3層構造が良く
表れています。
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健康長寿の福井

福井県立恐竜博物館展示解説書福井県立恐竜博物館展示解説書
　福井県立恐竜博物館の展示解説書は、「恐竜の世界」「地球の科学」「生命の歴史」の
三部構成で、それぞれ展示と対応した詳しい解説がなされております。子どもから大
人まで楽しめ、かつ研究者にも適した、まさに恐竜博物館の魅力をあますところなく
凝縮した一冊といえます。
　10周年の展示リニューアルに対応した新版です。ぜひお買い求め下さい。

お求めの冊数、送付先住所を明記の上、代金
と送料とを現金書留にて当館までご送付下さ
い。送料は1冊の場合460円です。
お申し込み、お問い合わせは恐竜博物館まで

■A4　214ページ　オールカラー

　　　　　　　　1,600円
注文方法

販売中
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パ ブリックコース

博物館セミナー
地球と生命の物語

場所／研修室
申込／電話、FAX、E-mailにて

■⑩ タイでの発掘調査
日時／1月17日(日) 13:00～14:30
内容／恐竜博物館は、2007年からタイで共

同発掘調査を行っています。発掘の様
子、成果などを紹介します。

講師／野田 芳和

■⑪ 福井のイグアノドン類たち
日時／2月14日(日) 13:00～14:30
内容／イグアノドン類とはどのような恐竜で

あったのでしょうか？福井の2種類の
恐竜を中心として、最新の情報を紹介
します。

講師／柴田 正輝

■⑫ 卵のカラから学ぶ、恐竜から鳥への進化
日時／3月6日(日) 13:00～14:30
内容／卵のカラの化石は、日本を含む世界各

地で見つかっています。鳥を含む恐竜
やワニ、カメ、ヤモリは、それぞれ特
徴的な卵のカラを持っており、それら
の動物の進化を反映していると考えら
れています。今回は、卵のカラの詳し
い構造やその違いを、恐竜から鳥への
進化という観点からお話しします。

講師／今井 拓哉

ギャラリートーク開催
当館研究スタッフが、展示標本を前に30
分程度のお話をします。開催日時、集合場
所等、当館ホームページのイベント案内を
チェックして下さい。

ジ ュニアコース

博物館自然教室
場所／実習室
対象／小学生以上（小学生は保護者も参加）

20名
申込／往復ハガキ、E-mailにて

■恐竜の骨を観察しよう
日時／1月10日(日) 13:00～15:00
内容／恐竜の骨は種類によりいろいろな形を

しています。形の違いを学習し、骨の
内部の構造を観察します。

担当／柴田 正輝

■恐竜の卵の色って？
日時／1月31日(日) 13:00～15:00
内容／化石になってしまった恐竜の卵が、ど

んな色をしていたかはわかっていませ
ん。この教室では、まずいろいろな鳥
の卵を観察してもらい、なぜ鳥の卵が
違った色を持っているのかを皆さんと
考えてみます。そして、鳥の卵から学
んだことをもとに、恐竜の卵の色がど
のようなものだったかを推理してもら
います。

担当／今井 拓哉

■くびの骨をしらべよう
日時／2月7日(日) 13:00～15:00
内容／頭を自由に動かすために欠かせないの

が首の骨です。現生のカメの骨格を参
考にしながら、頭を甲羅にひっこめる
ための首の動きと骨の形について調べ
ます。そこから、竜脚類や首長竜など
首の長い絶滅動物の首の動きについて
も一緒に考えてみましょう。

担当／薗田 哲平

■恐竜時代から生きていた植物を使って遊んで
みよう
日時／3月13日(日) 13:00～15:00
内容／恐竜が生きていた時代から今まで生き

延びている、トクサやイチョウの葉な
どを使って色々遊び道具を作ってみま
しょう。簡単なヤスリやシャボン液な
どを作ります。

　担当／湯川 弘一

キ ッズコース

恐竜ふれあい教室
対象／4歳～小3の親子　15組
場所／実習室
申込／往復ハガキ、E-mailにて

■親子で恐竜パズルをつくろう！
日時／1月24日(日) 13:00～15:00
内容／恐竜のぬり絵がパズルになります。親

子でつくって楽しみましょう。
担当／島田 妙子

■親子で化石のレプリカをつくろう！
日時／2月21日(日) 13:00～14:30
内容／石こうを使って、アンモナイトなどの

化石の複製をつくります。
担当／千秋 利弘

■親子で恐竜キーホルダーをつくろう！
日時／3月20日(日) 13:00～15:00
内容／プラバン（プラスチック板）に恐竜の

絵をかいてキーホルダーをつくります。
担当／島田 妙子




